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令和８年度ウミガラス保護増殖ロードマップ中間評価について 

 

北海道地方環境事務所 

 

１． 概要 

令和８年度は、ウミガラス保護増殖ロードマップ（以下、ロードマップ）で定めた中

間評価実施年となる。ロードマップでは、中期目標の達成度合いから各種取組を評価す

るために計画期間を 10年間としており、５年目に中間評価を行うとともに、令和９年

度以降の取組方針を決定するなど、取組の進捗状況及びウミガラスの生息状況に応じ

て順応的に見直しを行うこととなっている。本資料では、令和８年度に行う中間評価の

実施方法や日程について検討を行う。 

 

２． 中間評価の実施事項 

・中期目標の達成状況の評価 

ロードマップでは、飛来数が過去からの推移を把握する指標となることに加え、将

来的に繁殖に加わりうるつがい数等を推測できることから飛来の目標を定めている。

また、天売島繁殖地のつがい数を増加させ、安定的に繁殖成功・巣立ち成功させるこ

とがきわめて重要であることから、繁殖の目標として、つがい数や巣立ち成功率の確

保について目標値を設定している。中間評価にあたっては、策定時に算出された令和

８年度時点の目標値を基に達成状況を示し、検討会にて進捗評価を行う。 

 

 ・取組の評価及び令和９年度以降の取組方針の決定 

   ロードマップでは、中期目標達成のために必要な取組として、生息状況の把握や繁殖

環境の維持・改善といった各種の取組を定めている。中間評価ではロードマップ策定時

からの各取組の実施内容・結果・課題等をとりまとめて評価する。併せて、今後の方針

及び令和９年度から令和 13 年度にかかる行程表（※表１：令和４年度時点の行程表）

を決定する。 

   

 （中期目標の中間目標：ウミガラス保護増殖ロードマップｐ６抜粋） 

   飛来の目標：天売島での最大同時飛来カウント数（以下、飛来数）を令和８年度時点

で、119羽以上とすること（中期目標は 200羽以上）。 

   繁殖の目標：天売島の繁殖地での確認されたつがい数（卵または抱卵姿勢）を 67つ

がい以上とすること（中期目標は 75～125つがい以上）。 

         中央巣棚での安定した巣立ち成功（巣立ち成功率 75％以上）を確保す

ること。また、中央巣棚以外（特に左側巣棚）でも複数つがいの連続し

た繁殖成功を目指す。（中間目標はなし。） 
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３．中間評価の進め方 

 ⅰ 事務局にて、「２．中間評価の実施事項」で示した事項に必要な資料を作成する。 

 ⅱ 令和８年９月頃に、作成した資料を検討委員に事前配布する。 

 ⅲ 令和８年第１回検討会（※WEB 開催を予定）において、評価及び方針決定を行い、

中間評価における「中期目標の中間目標の評価」及び「取組の評価及び行程表」をウ

ミガラス保護増殖ロードマップ別紙として確定する。 

 ⅳ 追加の議論を要する場合、令和８年第２回の検討会においても議論を行う。 

 

 

 

行程案：令和８年度ウミガラス保護増殖事業中間評価 

9 月 中間評価資料事前配布 

 

10 月 第１回ウミガラス保護増殖検討会（WEB） 

   ・中間評価 

 

１月 第２回ウミガラス保護増殖検討会 

   ・令和８年度実施結果 

   ・令和９年度実施計画 

   ・中間評価（※必要に応じて） 

中間評価結果・令和９年度以降の行程表をロードマップ別紙と

してとりまとめる。 
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